
3

92

6(1991)3.24:2-9Uinv
i
kn

6(1991)3近戦大曲紀野 

MenFar

リ 縮 Ei 面では作業者のコリンエステラーゼ活性値の低下が

防蟻剤として残効性にすぐれ,高い防蛾効力を示 問塔となっている45.･)

したクロルデンは,環境への影廿が大きいために, 本研究では,土壌処理に用いられた有横リン系防

蟻剤の効力の低下は,土壌中の微生物によって薬剤

禁止となった日.その後各種の防蛾剤が研究開発さ が分解されることによるものと考え,腐植土 (肥沃

れているが,クロルデンに代わる低磁性で環境汚染 土)として近故大学構内土壌,赤土 (貧土)として

を引き起こさない防蟻剤として市販されその主流を 生駒山土壌を用い,各土壌中における薬剤の分解速

.有横 度と効力の減少速度について検討した.また無処理

6891 年 9月に特定化学物質に指定され,研実上使用

)なしている薬剤は,有様 リン系化合物である2

リン系化合物の中でも比較的安定性の高いクロルピ 土壌と殺菌土壌における薬剤の分解性の違いについ

リホス,ホキシム,どリダフェンチオン,テトラク ても検討した.

ロルビンホスなどが防蟻剤として使用されている. なお薬剤の分解性については,残存率すなわち 

ay
io
aylcahcemi ass と残効率すなわち b ass の両面

での残効期間の短さが懸念され3㌧ さらに安全性の より測定した. 
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土壌中での有機 リン剤の分解
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しかしこれら有嶺 リン系化合物は効果蘭では土壌中
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ⅠⅠ 供試材料および実験方法 供!式製剤

供巨式薬剤 溶剤として,キシレン,界面活性剤としてアルキ

供試 した有機 リン系防蟻剤クロルピリホス,フェ ルベンゼンスルホン酸,ポリオキシエチレンスチレ

ニ トロチオン,ホキシム,テ トラクロルビンホス, ン化フェニルエーテル,ポリオキシエチレンソルビ

ピリダフェンチオンおよび殺菌剤サンプラスの化学 タンモノウラレー トの混合剤を用い,界面活性剤 5
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3%%,有機 リン系防蟻剤 含有の乳剤を調製し供試

示した.また分析の際の内部標準物質として した.ドコn-

サンを用いた. 供拭昆虫 
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27Cの恒温室で飼育 しているイエシロア リo , 

Co♪[oEermes･/ormosamtsSHIRAKIのコロニーか ら

採取し,供試した.

供試土壌
腐植土壌として,近畿大学構内土壌 (pH5,71),

貧土として生駒山山頂土壌 (pH442)を用いた.こ

れらの土壌は次の 3通 りの処理に分け,実験に用い

た.() 2オー ト1そのまま無処理土壌として用いる.()

クレーブ120ccで40分間高圧滅菌し,滅菌土壌として

用いる.(3)サンプラスを添加 して,殺菌剤処理土壌

として用いる.

実験方法

1.土壌中の菌数測定法

供試土壌50gを450mlの無菌水中に加え重をし,

往復振逸機で10分間振並する.これを一次希釈とし,

椿啓介氏授案B)の希釈平板法 (di】utionplating)に

基づき八次希釈までつくり,コロニー教を数えた.

供試した培地は,カビ培凍用の PDA培地,バクテリ

ア培費用の普通寒天培地,そして土壌中の貧栄襲状

態を考慮して1/5普通寒天培地を用いた. 

2.有機 リン系薬剤分析法 

28oCの恒温恒湿状態で培饗している供試薬剤含有

土壌から50gを 5日,10El,20El,30EIElに取り出

し,振週フラスコに移し,その土壌の体額の約 6倍

のアセ トン240mIと内部標準として n-ドコサンの 

1%アセ トン溶液を0.2mlづつこのフラスコに加

え往復振並横で 3時nj振過する.次にこの混合物をJ

渡過し,渡瀬と残査に分ける.この残査土壌･に再び

アセ トン240mlを加え 3時間振過した後,これを洩

過する.池液を合わせて減圧浪縮して 5mlとし,ガ

スクロマ トグラフィーでこの溶液の成分分析を行

う.クロルピリホス,フェニ トロチオン,テ トラク

ロル ビンホス,どリタフェンチオンは,Si一icone 

OVIOl(3%)のカラムを用いて,200-280oC昇温 

(loo°/1min)で測定し.ホキシムは SlHconDCQF 

-1(1.5%)のカラムで180oCで測定した. 

3.供試処理土壌接触試験法

成分分析の試験と同様の期間毎に取 り出した供試

土壌10gをあらかじめ乾熱殺菌 したガラス恕シャ

ーレ (直径 6cm)に入れ,平滑になるように敷き詰

める.各シャーレに無作為に取り出したイエシロア

リの職蛾を10頭投入する.そして,28oCの恒温状態

で14ET間静旧して飼育する.イエシロ71)投入後,

第 1日目は 2時間毎に 8時間,2日日以降は24時間

毎に14EJ間シロアリの健康状健を観察する. 

4.無処理土壌,オートクレーブ処理土壌,サンプ

ラス処理土壌における有機 リン系防蟻剤の安定性

試験

無処理土壌試験では無処理の供試土壌に対して50 

ppm,100ppm となるよう有機 リン系薬剤を調製し

て浪合し,28oCの恒温状態で増車する.一定期間毎 

(培頚日数 0, 5,10,20,30E])に土壌50gを取 り

出し,上述の抽出方法で残存薬剤を抽出し,定濃定

性分析する.

オー トクレーブ処理土壌試験においてはオー トク

レーブで120oC,40分間高圧滅菌した土壌に無処理土

壌の場合と同様に薬剤を混入,培賛し,分析に供す

る.

サンプラス処理土壌試験においては,供試無処理

土壌に対して,50ppmのサンプラスと100ppmの有

機 1)ン剤を加え,28ccの恒湿状態で30日間培頚する.

成分分析試験と同様一定期間毎に取り出し同じ方法

で有機リン剤の抽出,分析を行った. 

‖ 実験結果および考察

土壌中の歯数測定試験結果

供試した土壌中のそれぞれのコロニー数を Table 

2に示した.近大構内土壌すなわち,腐植土の方が生

駒土壌の赤土と比較してカビ,バクテリアのいずれ

においても 1桁商いコロニー数を示た.特に貧栄光

培地においては近大土壌は112×104,生別土壌は100 

×102のコロニー数を示し.近大土壌の方が生駒土


壌より約100倍のバクテリアが存在することがわか


った.


土壌中における有機 lJン系防蟻剤の分解性 (安定性)


試験結果
 

1.化学分析による薬剤の残存率

近畿大学構内土壌および生駒山土壌をそのまま用

いた無処理土壌,オー トクレーブで殺-&'したオー ト

クレーブ処理土壌,さらに殺鼠剤であるサンプラス

を加えたサンプラス添加土壌中で各有機 リン系防蟻

剤の時間の経過に対する残存率の変化を Fig.1,2 
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ryl osに示した, Chlo pTf
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進行し,低い残存率を示した.

薬剤間の土壌中における安定性は,生駒土壌では

レントレック≧ホキシム>ピリタフェンチオン>フ

ェニ トロチオン>テ トラクロルビンホスの塀であ

り,近大棉内土壌ではレントレック≧どリダフェン
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では残存率が低 く,微生物の活性の大きな場所では

不安定であった.これらの結果は土壌中における有

故 リン系薬剤の分解は主に微生物によって行われる

ことを示しているように思われる.そこで,そのこ

とを確かめるために,殺菌処理した土壌中での薬剤
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ピリホスは,10p0 pm

り,滅菌処理による効果は十分に見られる,クロル

ではいずれの土壌においても

pm5,高い残存率を示したが 0p

土壌における残存率の低下が顕著であった.これは,

では近大構内無処理

クロルピリホスの分解あるいはフリーの形で存在す

るトリクロルビリジノールの抗菌性によるためで, 0｢ = 
5 01
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いずれの有機 リン系薬剤においてもサンプラス添加 2.接触試験による準剤の残効寧

b接触試験の結果は Ta

壌において効果的である.近大構内土壌ではサンプ どの薬剤 も薬剤分解試験の残存率の結果と同様に

によってその残存率が著しく高 くなり,特に生駒土 le3,4に示される.

pmラス50p 添加では十分に微生物活性を抑えるこ

とができず,特に土壌中での安定性の小さい薬剤フ

エニ トロチオンやテ トラクロルビンホスでは,サン

プラス添加土壌でも残存率がかなり低下した.サン

プラス添加による各有機 リン剤の残存率の商い順位

はクロルビリホス>ピリダフェンチオン>ホキイシ

ム>フェニ トロチオン>テ トラクロルビンホスの版

である.クロルビリホスが土壌中で比較的高い安定

性を示すのは未反応あるいは分解によって生成する

トリクロルピリジノールが抗菌力を持つためで,さ

らに商い抗菌力を持つサンプラスを添加することに

よって微生物活性がさらに抑えられ,高い残存率を

示すことが明かである.また,サンプラスは防カビ

剤でバクテリアに対 しては高い抗菌力を示す薬剤と

は言えないのでバクテリアを十分に抑制することが

できず,バクテリアによる薬剤の分解を防げなかっ

たことも考えられ,今後この点の検討も必要である. 

0増発2 

効力の低下が見られた.残存率と接触試験の残効輩

との間にはほぼ相関の関係が見られる.ただし残存

率が小さい割にその残効率が商い薬剤 もあり,その

薬剤が本来持っている殺蟻効力の違いによって接触

試験の残効率は残存率の億にその薬剤の殺蟻効力が

加わるため,残存率と異なる変動を示す.ホキシム

は薬剤の分解試験では無処理土壌においてはかなり

分解性を示し,残存率は小さかったが､接触試験の

結果では高い残効率を示した.反対にピリダフェン

チオンは比較的高い残存率を示したが,残効率はホ

キシムより小さくやや低かった.フェニ トロチオン

は無処押土壌では分解され易 く残存率は小さいが,

オー トクレーブ処理やサンプラス添加処理などによ

って残存率が高められると残効率も高 く,本来の殺

蟻効力は高い薬剤と考える.

これら薬剤の接触試験による残効性の高い順位

-30日経過した近大構内無処理土壌でかなり
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は,クロルピリホス>ホキシム>どリタフェンチオ

ン≧フェニトロチオン≧テ トラクロルビンホスの順

である.これは30E]間培頚の結果であり,さらに長

期間の培社結果を検討する必要がある. 

I 論V	 結
以上の結果から,有機 リン系防蟻剤を土壌処理剤

として使用する場合には土壌中で分解され,その防

蟻効力は残効期間に一定の限度がある.土壌中の分

解の主役は土壌微生物であり,近大榊内土壌のよう

に微生物活性の高い上頓では分解が早 く進み残存率

が著しく低 くなる.またオー トクレーブ処理や殺菌

剤サンプラスの添加処理によって分解を抑制し,防

蟻刑の残存率,残効率が高 くなることも実験の結果

明かである.従って,井剤効力を長続きさせるため

には襲剤の分解を活発にする代表的な土壌微生物を

検討し,それらの菌に対して効果的な殺菌剤の添加,

あるいは薬剤のカプセル化を併せて考えなけれifな

らない.

有機 リン系薬剤は種類によって土壌中での分解率

は著しく異なり,その残存率,浅効率に大きな違い

がみられた.高い安定性を示した薬剤はクロルピリ

ホスであり,比較的高い残存率を示した薬剤はピリ

タフェンチオンで,残存率の割に商い残効率を示し

た薬剤はホキシムであった.オー トクレーブ処理土

第 24号 (1991)

頓の中で近大構内土壌では殺菌処理にもかかわらず

薬剤の分解が進んだのは,殺菌が不十分であったた

めとも考えられるが,有放 l)ン系薬剤の分解は土壌

の pHや有横質などの化学成分や土壌中の金属イオ

ンによっても分解に影甘 されるという報告があ

り鵬J,今後それらとの即l連についてもさらに検討が

必要である.
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